
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
19
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
霧
島
市
の
観
光
に
つ
い

て
現
状
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
５
年
度
は
、
国
内

か
ら
の
宿
泊
数
は
78
万
人
と

な
る
見
込
み
で
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
令
和
元
年
度
を
上
回
る

見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、

令
和
５
年
度
は
４
万
人
を
超

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
令
和
６
年
度
の
観
光
戦

略
は
、
具
体
的
に
何
か
あ
る

の
か
。

答
　
令
和
６
年
度
は
、
観
光

客
の
二
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実

を
図
る
た
め
、
空
港
か
ら
丸

尾
温
泉
・
霧
島
神
宮
・
霧
島

神
宮
駅
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
バ

ス
の
実
証
運
行
を
計
画
し
て

い
る
。

牧
園
・
横
川
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
改
善
は

問
　
約
一
年
が
経
過
す
る

が
、
利
用
状
況
と
、
今
後
の
方

針
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
４
年
度
の
未
来
館

へ
の
ゴ
ミ
搬
入
量
と
比
較
す

る
と
、
搬
入
台
数
は
増
加

し
、
ゴ
ミ
の
搬
入
量
は
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
近
隣

住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
今

後
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　「
ゲ
ン
セ
ン
霧
島
」
の

成
果
と
課
題
、
今
後
の
取
組

は
ど
う
か
。

答
　
開
始
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
66

の
産
品
や
取
組
等
が
認
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
ホ

テ
ル
に
お
け
る
「
ゲ
ン
セ
ン

霧
島
コ
ー
ナ
ー
」
設
置
や
大

手
航
空
会
社
の
機
内
食
で
の

活
用
、
飲
食
店
で
認
定
品
を

活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
・
提
供
が
行
わ
れ
た
。
ブ

ラ
ン
ド
力
の
更
な
る
向
上
を

目
指
す
た
め
に
、
市
民
の
認

知
度
を
更
に
高
め
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
今
後
と
も
事

業
者
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
の
審

査
員
と
連
携
を
密
に
し
て
、

持
続
可
能
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定

制
度
の
構
築
と
認
定
産
品
の

情
報
発
信
や
販
路
拡
大
等
に

つ
な
が
る
取
組
に
努
め
て
い

く
。

大
規
模
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を

生
か
し
て
稼
ぐ
力
の
向
上
を

問
　「
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」
や
「
か
ご
し
ま
国
体
」

を
今
後
に
生
か
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
一
過
性
の
効
果
に
と
ど

ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今

後
に
つ
な
が
る
取
組
を
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
周
年
行
事
等
を
生
か
し
た

　

取
組
の
推
進
に
つ
い
て

・
地
域
特
性
を
生
か
し
た
観

　

光
の
推
進
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
山
林
の
樹
木
伐
採
の
状

況
は
。
ま
た
、
留
意
事
項
に

災
害
対
策
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。
そ
の
後
の
保
全
に
対

し
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る

か
。

答
　
状
況
は
左
記
の
通
り
。

防
災
面
は
十
分
注
意
す
る
こ

と
等
を
掲
げ
、
対
策
に
つ
い

て
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

届
出
に
対
し
、
職
員
に
よ
る

巡
回
を
行
い
、
伐
採
中
・
後

に
留
意
事
項
が
遵
守
さ
れ
て

い
る
か
現
地
確
認
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
所
有
者
に
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
環
境
整
備
を

問
　
男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室

へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の

取
組
は
ど
う
か
。

答
　
前
立
腺
や
膀
胱
の
が
ん

術
後
や
、
脊
椎
の
病
気
で
排

尿
障
が
い
が
あ
り
尿
と
り

パ
ッ
ト
を
使
用
さ
れ
る
方

が
、
安
心
し
て
公
共
施
設
を

訪
れ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
合
計
で
２
９
７
か
所
の

個
室
に
設
置
し
た
。
今
後
も

追
加
設
置
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向

　

け
た
取
組
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
能
登
半
島
地
震
で
は
、

多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
。

耐
震
計
画
を
充
実
し
、
耐
震

化
を
促
進
す
べ
き
だ
。
令
和

４
年
も
水
害
を
受
け
た
隼
人

町
西
瓜
川
原
・
稲
成
田
地
域

の
対
策
は
10
年
以
上
先
で
あ

り
、
移
動
式
ポ
ン
プ
を
常
設

配
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
昭
和
56
年
以
前
建
築
の

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
限

度
額
１
０
０
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。
西
瓜
川
原
地
域
に

つ
い
て
は
、
松
永
用
水
路
か

ら
手
篭
川
へ
の
工
事
を
県
で

行
っ
て
い
る
。
稲
成
田
地
域

に
つ
い
て
も
水
害
を
な
く
す

対
策
を
考
え
て
い
く
。

高
齢
者
や
技
能
実
習
生
な
ど

の
移
動
手
段
拡
充
を

問
　「
き
り
し
ま
Ｍ
ワ
ゴ
ン
」

は
、
隼
人
地
区
は
南
部
地
域

の
み
の
運
行
だ
。
北
部
地
域

へ
も
エ
リ
ア
を
拡
充
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
本
市
に
居
住

す
る
外
国
人
の
移
動
手
段
を

改
善
で
き
な
い
か
。

答
　
令
和
６
年
４
月
か
ら
運

行
区
域
を
、
隼
人
神
宮
２
～

４
丁
目
、
国
分
城
山
団
地
、

名
波
、
中
央
地
区
な
ど
へ
拡

大
す
る
。
さ
ら
に
運
行
区
域

拡
大
な
ど
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
保
険
問
題
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
高
齢
者
の
買
物
や
病
院

へ
の
移
動
手
段
は
ど
う
か
。

答
　
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
が
厳
し
く
な
る
一

方
で
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

の
返
納
は
増
加
傾
向
に
あ
る

な
ど
、
地
域
住
民
の
移
動
手

段
の
確
保
は
、
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
国
分
生
協
病
院
や

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
乗
入
れ
を
行
う

等
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、令
和
６
年
４
月
か
ら
、

き
り
し
ま
Ｍ
ワ
ゴ
ン
運
行
区

域
拡
大
に
伴
い
、
医
療
機
関

や
商
業
施
設
の
停
留
所
を
増

や
す
な
ど
、
地
域
公
共
交
通

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
早
期
完
成

を問
　｟
仮
称
｠
霧
島
市
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
東
九
州
自
動
車
道
の
国

分
Ｉ
Ｃ
か
ら
隼
人
東
Ｉ
Ｃ
の

間
に
整
備
す
る
こ
と
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
産
業
振
興
、

防
災
機
能
の
強
化
、
救
急
医

療
へ
の
貢
献
、
市
民
生
活
の

利
便
性
向
上
な
ど
整
備
効
果

を
早
期
に
発
現
で
き
る
よ

う
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
九

州
支
社
と
事
業
の
着
手
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
申
請
書
に
領
収
証
や
医

療
機
関
の
証
明
書
を
添
え
て

市
窓
口
に
提
出
す
る
形
と
な

っ
て
い
る
が
、
他
自
治
体
の

よ
う
に
、
医
療
機
関
窓
口
に

提
出
す
る
方
式
を
導
入
で
き

な
い
か
。

答
　
平
日
仕
事
等
で
忙
し

く
、
市
窓
口
で
の
提
出
が
困

難
な
場
合
、
郵
送
や
「
コ

ア
・
よ
か
」
で
の
提
出
を
受

け
付
け
て
い
る
。
申
請
請
求

の
簡
素
化
を
検
討
し
て
い

く
。

小
さ
な
地
域
に
寄
り
添
う
学

校
再
編
の
検
討
を

問
　
小
規
模
小
学
校
の
あ
り

方
指
針
で
は
、
１
学
級
以
下

及
び
地
域
と
保
護
者
の
合
意

形
成
に
よ
る
統
廃
合
の
申
出

を
審
議
会
開
催
の
基
準
と
し

て
い
る
。
知
識
や
情
報
が
不

足
す
る
中
で
統
廃
合
あ
り
き

の
話
し
合
い
は
対
立
構
造
に

な
り
や
す
く
、
中
学
校
区
な

ど
広
域
で
の
検
討
は
し
に
く

い
。
早
め
に
現
状
の
情
報
提

供
や
対
話
の
場
は
設
定
で
き

な
い
か
。

答
　
横
川
地
区
で
開
催
さ
れ

た
小
学
校
の
未
来
を
語
る
意

見
交
換
会
に
、
職
員
が
参
加

し
、
情
報
提
供
や
意
見
聴
取

を
行
っ
た
。
今
後
も
地
域
か

ら
の
要
望
に
応
じ
て
必
要
な

情
報
は
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
合
意
形
成
に
基
づ

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性

に
合
っ
た
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て

※

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

前
田
　
幸
一 

議
員

ま
え

だ

こ
う
い
ち

い
ま 

よ
し

な
お  

き

今
吉
　
直
樹 

議
員

久
保
　
史
睦 

議
員

く

ぼ

ふ
み
ち
か

山林の樹木伐採の状況

み
や 

う
ち

ひ
ろ
し

宮
内
　
　
博 

議
員

い
け
　
だ

つ
な  

お

池
田
　
綱
雄 

議
員

山
口
　
仁
美 

議
員

や
ま
く
ち

ひ
と

み

※

未
来
館
と
は

　

令
和
４
年
ま
で
霧
島
市
も
加

入
し
て
い
た
ご
み
処
理
施
設
。

現
在
は
、
伊
佐
湧
水
環
境
管
理

組
合
が
運
営
し
て
い
る
。

移
動
式
ポ
ン
プ
稼
働
状
況

代採年度


